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授業実施・学⽣⽣活及び課外活動について（１２⽉２３⽇更新） 
 
 

令和４年１０⽉１８⽇に通知しました内容を、下記のとおり更新します。  
なお、BCP は、全学「レベル１」を継続します。 
全国的に新型コロナウイルスの感染が再び拡⼤しており，季節性インフルエンザとの同時流⾏も懸念され

ています。新年を健康に迎え，学修，課外活動など充実した学⽣⽣活を送るためにも，⼀⼈⼀⼈が感染予防
対策の意味を考え，節度ある⾏動をするよう⼼がけてください。 

年末年始は，帰省などによる移動や多⼈数で集まる機会も増えると思いますが、全国的にも感染リスクが
⾼まっていることを認識の上、引き続き、ワクチン接種者も含めて、体調管理及びマスク（不織布マスクを
推奨）の正しい着⽤、⼿指消毒、三密回避といった基本的な感染対策を徹底し、感染拡⼤につながらないよ
う、皆様の⼀層のご協⼒をお願いします。 

また、今後も状況を確認しながら対応を判断し、変更する場合は改めて通知します。 
 

記 
 
◆対象期間等  当⾯の間 

県をまたぐ移動について 
 県をまたぐ移動をする場合には、移動先の都道府県が発信している最新の情報を確認し、感染予防対策
を徹底する、⼜は感染拡⼤の警報等が発信されている地域への移動を⾒合わせるなど、感染リスクに応じ
た対策をしてください。 

なお、診療現場で教育を受ける学⽣は、当該診療施設の対応に従ってください。 
 
◆ＢＣＰに伴う期間  令和 4 年１２⽉２３⽇（⾦）〜当⾯の間 
           ＢＣＰレベル １︓全学 
 
１．授業等について 

(1) 感染状況に応じて学部等の判断により、⼗分な感染防⽌対策を講じた上で、対⾯授業及び学位取得の
ための研究等及び図書館での学修を⾏いますので、本学ホームページ、教務システム、メール等を随時
確認し、指導教員等の指⽰に従ってください。 
 また、新型コロナワクチン接種の有無によって、授業実施可否及び授業への出席可否等の制限が⾏わ
れることは原則としてありません。 



※「遠隔授業等」とは、Web 環境を活⽤した Teams、Zoom、ライブ配信システム、manaba 等による教材
配付、課題提出等、対⾯によらない全ての授業形態を指す。 

※「対⾯授業」とは、講義室等で⾏う⼀般的な授業（定期試験を含む）のほか、演習、実験、実習、卒業研究
を含みます。 

※⾃宅等に遠隔授業等の受信環境が⼗分でない学⽣には、Web 環境と感染防⽌対策が整った教室を確保し
ています。詳しくは学部等の掲⽰板等をご確認ください。 

 
 (2) 体調確認期間の確保や感染⼜は発熱等の⾵邪症状等の理由により、授業等（定期試験を含む）に出

席できない学⽣については⽋席扱いとはせず、⽋席回数分の補講や課題提出、録画した授業を視聴さ
せる等の代替措置、定期試験については追試験等の措置を⾏い、学⽣の単位取得に影響が出ないよう
にしますので、各学部学務担当係（教養教育科⽬は教養教育係）等、各学部等の指⽰に従って連絡し
てください。 

 
２．授業実施、課外活動及び⽣活上の注意事項について 

(1) 屋内の場合や屋外で会話をする場合で⼈との間隔（２ｍ以上）が確保できない場合はマスクの着⽤を
推奨します。  

また、マスクの着⽤については、マスクの素材により感染防⽌効果に違いがあることが指摘されてい
ることから、不織布マスクの着⽤を推奨します。 

 
(2) ３密（密閉・密集・密接）が回避できないような空間に集団で集まることを避けてください。  
 
(3) 授業終了後は、学内に留まらず帰宅し、⾃宅で事前・事後学修を⾏ってください。 
 
(4) ⽇頃から⼗分な栄養、睡眠を確保し、毎⽇の体温測定など、適切な健康管理を⾏ってください。  
 
(5) ⼿指の消毒や咳エチケットの励⾏により、感染予防を徹底してください。  
 
(6) ⼤学から発信される情報に常に注意を払い、適切に対応してください。 ⼤学からの通知は、原則「本

学ホームページ」⼜は「学⽣⽤教務システム」から配信しますので、随時確認するようお願いします。 
 
 (7) 次に該当する場合は、プライバシーの保護には⼗分配慮しますので、必ず各学部学務担当係へ連絡す

るとともに、別添１「新型コロナウイルスに関する措置（学⽣版）」に従って対応してください。    
   ① 感染が判明したとき 
   ② 同居家族の感染が判明したとき（濃厚接触者） 
   ③ 保健所から濃厚接触者になったとの連絡があったとき 
   ④ 濃厚接触の可能性が⾼いと⾃⾝で判断したとき 
 
 (8) アルバイトについては、３つの密（密閉・密集・密着）を回避できない、また、マスクを着⽤しない

よう指導される等、感染予防上、問題があると考えられるアルバイトは⾃粛してください。 
※ 学⽣後援会に、学⽣の経済的⽀援を⽬的とする「学⽣⾦庫」の制度があります。無利息で１０万円

（上限）の貸し付けを受けることができる制度です。 
詳しくは、各学部学務担当係か徳島⼤学学⽣後援会にお問い合わせください。 



(9) 「５つの場⾯」（詳細は参考資料参照）は感染リスクが⾼まりますので留意してください。特に、集団
⾏動（⾷事、飲み会、カラオケ、ドライブ、勉強会など）は、⾃粛してください。 

  
(10) 喫煙場所での感染リスクが指摘されていますので、喫煙される⽅は注意してください。 

 
(11) 海外渡航について外務省が設定している感染症危険情報レベル２及びレベル３の国・地域について

は，引き続き原則禁⽌とします。ただし、渡航の必要性と渡航可としうる相当な理由・安全状況がある
場合に限り、渡航期間に関わらず、許可することがあります。詳細は、別添２「新型コロナウイルス感
染症流⾏下における学⽣の海外への渡航⽅針について」を参照してください。 

 
・ 外務省 「海外安全ホームページ」 

https://www.anzen.mofa.go.jp/ 

・ 外務省 「新型コロナウイルスに係る日本からの渡航者・日本人に対する各国・地域の入国制限措置及 

び入国に際しての条件・行動制限措置」 

https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html 

・ 厚生労働省 水際対策 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00209.html 

 
３． 学内への⽴⼊について 
   感染拡⼤防⽌に最⼤限の配慮（３密回避、マスクの着⽤、咳エチケット、⼿洗い⼿指消毒等）をした

上で、⽴ち⼊ることができます。 
 なお、⾷事、授業（⾃習等を含む）及び⽤務等の終了後は、速やかに帰宅してください。 
 

４．課外活動上の注意について（公式・⾮公式の別は問わない。） 
(1) 課外活動（練習、部員同⼠の練習試合・発表会等を含む） 

課外活動（オンライン等の対⾯によらない活動を除く）は、下記の事項に留意した上で、事前に「課
外活動許可願」により許可を得た場合に限り、活動を可能とします。 
①屋内施設での課外活動について 

密集対策、密着対策、⼿洗い、うがい、マスク着⽤、また、参加者を必要最⼩限の⼈数に分割する
など、⼗分な感染防⽌対策を講じた上での活動は可能とします。 

また、⾳楽系サークルなどで集団での活動が必要な場合は、⼈と⼈との間に⼗分な距離をとり、定
期的な換気を⾏い、活動中の私語を禁⽌するなど３密対策を講じた上で活動してください。 

②屋外施設での課外活動について 
密集対策、密着対策、⼿洗い、うがい、マスク着⽤など、⼗分な感染防⽌対策を講じた上での活動

は可能とします。 
なお、各体育系サークル等が所属する連盟が公表している活動指針がある場合は、これを⼗分確認

し、指針に基づいた活動を⾏ってください。 
③他⼤学の学⽣等と⼀緒に⾏う課外活動について 

他⼤学の学⽣等と⼀緒に⾏う課外活動については、①、②と同様の感染防⽌対策を講じた上で活動
してください。 
 

(2) 課外活動関連のイベント等（合宿を含む） 
イベント等（オンライン等の対⾯によらない活動を除く）は、感染拡⼤に最⼤限の配慮をした上で、

事前に許可を得た活動の開催や参加を許可します。 



特に密閉空間、密集場所、密接場⾯では、クラスター（集団）による感染発症リスクが⾼いことが想
定されますので、開催にあたっては、県の「感染状況に応じたイベント開催制限等について」を遵守し、
また、参加する場合においては、感染防⽌策を徹底するとともに、全国的な移動を伴うものには特段の
注意をはらってください。 

なお、本学の学⽣団体等がイベントを主催する場合⼜は他機関等が主催するイベントに参加する場合
は、必ず「集会・⾏事届」等に必要事項を記⼊し、開催⼜は参加（参加申込が必要な場合は申込期限）
の２週間前までに、参加者名簿に開催要項等を添えて学⽣⽀援課へ提出してください。 

 
 (3) 勧誘活動及び勧誘イベント等 

屋内・屋外を問わず、⻑時間にわたる飲⾷を伴う勧誘活動や会合は、当⾯の間、禁⽌します。また、
課外活動の⾒学会については、３密が回避できるよう⼈数を制限し、⼗分な感染防⽌対策を講じた上で
の実施は可能とします。 

また、ポスター等の掲⽰、動画配信や HP の更新等はかまいませんが、動画配信を⾏う場合は、事前
に学⽣⽀援課に相談が必要です。なお、動画等作成時においては、３密を回避するよう気をつけてくだ
さい。 

※屋外での⼿渡しによるチラシ等の配布は、当⾯の間、禁⽌します。 
 

(4) 課外活動施設の使⽤ 
課外活動施設（学⽣会館、体育館、課外活動棟）の使⽤については、活動を許可された場合に限り、

感染防⽌対策を講じた上での使⽤は可能としますが、３密対策を講じることが難しい部室やトレーニン
グルーム、シャワールームの使⽤は、1 回の⼊室⼈数を必要最⼩限に制限する等、⼗分な感染防⽌対策
を講じることができる場合は、使⽤可能とします。 

 
(5) 物品の貸し出し 

物品の貸し出しは、引き続き⾏いません。 
 

(6) 上記(1)から(4)に記載した事項が守られない場合は、当該学⽣団体の活動を制限する場合があります
ので注意してください。 

 

以上 

【各部局問合せ先】 
（教養教育に関すること）                            教養教育係  088-656-7308 
（常三島キャンパス） 

  総合科学部･総合科学教育部･創成科学研究科(地域創成･臨床⼼理学･創成科学専攻) 学務係    088-656-7108 
  理⼯学部･先端技術科学教育部･創成科学研究科(理⼯学･創成科学専攻)           学務係    088-656-7315 
  ⽣物資源産業学部･創成科学研究科(⽣物資源学･創成科学専攻)                  学務係    088-656-8021 

（蔵本キャンパス） 
  医学部医学科･医科栄養学科･医学研究科･医科栄養学研究科                    学⽣係    088-633-7982 
  医学部保健学科･保健科学研究科                                                       088-633-7030 
  ⻭学部･⼝腔科学研究科                            学務係    088-633-7310 
  薬学部･薬学研究科                              学務係    088-633-7247 
 
【こころの不安に関する問い合わせ先】 
  キャンパスライフ健康⽀援センター総合相談部⾨ 連絡先︓088-656-7637、hscc.counseling@tokushima-u.ac.jp 
 



【学⽣⽣活及び課外活動に関する問い合わせ先】 
学務部学⽣⽀援課学⽣⽀援係   連絡先︓088-656-7086、7287 

 
【「学⽣⾦庫」に関する問い合わせ先】 

徳島⼤学学⽣後援会       連絡先︓088-656-7087 
 

参考資料 
・厚⽣労働省（新型コロナウイルス感染症について）  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html 
  

 



別添1

R4.12.23

発熱等の風邪症状がある

１．「かかりつけ医」や近くの「医療

機関」に電話で相談し、受診や

検査の指示を受ける。

２．「かかりつけ医」や近くの「医療

機関」がない場合は、受診・相談

センター （保健所）に相談する。

TEL 088-602-8950

yes

新型コロナウイルスへの

感染が疑われる

PCR検査又は抗原検査を実施

PCR検査又は抗原検査の結果

陽性

新型コロナウイルスに関する措置（学⽣⽤）

出席停止

（補講等，代替措置）
・出席停止期間は保健所の

指示に従う

・療養終了後の窓口

キャンパスライフ健康支援

センター
TEL 088-656-7289
（平日 8:30～17:15）

yes

陰性

no

（常三島キャンパス）

総合科学部・総合科学教育部・創成科学研究科（地域創成専攻・臨床心理学専攻・創成科学専攻）

理工学部・先端技術科学教育部・創成科学研究科（理工学専攻・創成科学専攻）

生物資源産業学部・創成科学研究科（生物資源学専攻・創成科学専攻）

（蔵本キャンパス）

医学部医学科・医科栄養学科・医学研究科・医科栄養学研究科

医学部保健学科・保健科学研究科

歯学部・口腔科学研究科

薬学部・薬学研究科

学務係 088-656-7108

学務係 088-656-7315

学務係 088-656-8021

学生係 088-633-7982

088-633-7030

学務係 088-633-7310

学務係 088-633-7247

キャンパスライフ健康支援

センターに相談する
相談窓口 TEL 088-656-7289

（平日 8:30～17:15）

不安・心配

自宅待機（補講等，代替措置）
・37度以上37.5度未満の場合でも平熱

より高いと判断される場合

→ 発熱と考えて解熱後２日を経過する

まで自宅待機

・37.5度以上の発熱があった場合

→ 解熱後2日を経過するまでは自宅待機

・38度以上の発熱があった場合

→ その翌日から5日を経過し，かつ解熱

した後2日を経過するまでは自宅待機

PCR検査又は抗原検査後，７日以内に

発熱等の風邪症状が発現した

左上の「受診・相談センター

（保健所）に相談する」へ戻る

yes

感染者の濃厚接触者
・保健所の指示があった場合は，指示に従う

・本学が濃厚接触者と認めた場合は，最終接触

日の翌日から、原則として５日間は，外出を自粛

し自宅待機

なお、２日目及び３日目に抗原定性検査キット

を用いた検査で陰性を確認した場合は、３日目

から自宅待機の解除が可能

（自宅待機の場合は，補講等，代替措置）

連

絡

各学部等の指示に従う

発熱等はあるが，感染者との接触なし

②同居家族の感染が判明した

③保健所から濃厚接触者に

なったとの連絡があった
所属学部等の学務担当係へ連絡

yes

出席可能
・発熱等の風邪症状が完全に消失

相談

感染者の接触者
・最終接触日の翌日から７日間，感染対策*

感染対策*
・検温など自身による健康状態の確認

・他者と濃厚接触になる行動（食事、飲み会、

カラオケ、ドライブ、勉強会等）は避ける

・ハイリスク者との接触やハイリスク施設への

訪問を避ける

・不特定多数の者が集まるイベント参加等感染

リスクの高い行動を控える

保健所の指示に従う

④濃厚接触の可能性が高

いと自身で判断した
所属学部等の学務担当係へ連絡

yes
連絡

①感染が判明した
所属学部等の学務担当係へ連絡



別添２ 

新型コロナウイルス感染症流行下における学生の海外への渡航方針について（７月１日更新） 

令和４年７月１日 
危機対策本部会議決定 

 学生の海外渡航について外務省が設定している感染症危険情報レベル２及びレベル３の国・地域については，引
き続き原則禁止とする。ただし，学生が海外で学ぶ機会に配慮するため，渡航先の国・地域の感染症危険情報が
レベル２及びレベル３であり，渡航の必要性と渡航可としうる相当な理由・安全状況がある場合に限り，下記の条
件を満たす教育研究活動については，渡航期間に関わらず，許可することとします。 

なお，感染症危険情報がレベル１の場合は，部局長等による渡航可否の判断により渡航を認めるが，不要不急
の渡航（観光等）は自粛を求めます。 
また，新型コロナウイルス感染症の感染状況の変化により，条件を変更する可能性があります。 

記 

海外への渡航を可能とする条件 
１．学部・研究科の海外留学プログラムによる留学又は私費留学 

大学間交流協定等に基づく海外留学プログラムであること。 
ただし，私費留学（休学中の海外勉学等）の場合でも，所属する部局長等が，大学間交流協

定等に基づく留学に準ずるものであると判断した場合には，例外的に渡航を可能とする場合が
ある。 

２．私事渡航を希望する学生 
学生自身が渡航を強く希望していること（観光は除く。），かつ所属する部局長等・指導教員

等，保証人の同意及び渡航先の大学等における受け入れの同意を得ていること。 
３．研究交流，学会発表等に参加を希望する学生 

大学間交流協定等に基づく研究交流，調査研究または国際学会，シンポジウム及び研究集会に参加する
もので，所属する部局長等 ・指導教員等，保証人の同意及び渡航先における受け入れの同意を得ているこ
と。 

※ 渡航の延期，中止，緊急帰国について
以下のような場合には渡航者の安全を最優先して，渡航の延期，中止や緊急帰国の指示を

検討願います。 
・ 移動制限，国境閉鎖や航空便の休止により渡航者が出国困難となる可能性がある場合
・ 移動制限，行動制限により通常の生活を送ることが困難となる恐れがある場合や研究・教育
の目的が達成できない恐れがある場合

・ 現地の医療体制が脆弱で，新型コロナウイルス感染症やその他の傷病について十分な医療
が受けられない恐れがある場合

海外渡航の手続き 

学部・研究科の海外留学プログラム  
による留学または私費留学  

私費渡航又は学会発表等を希望する 
学部生・大学院生 

１ 提出書類  
① 外国留学願（各学部様式）

又は休学願※（本学様式）
※ 休 学 中 の 留 学 で 、 留 学 許 可 を 経 ず に 留 学 す る 場 合
② 海外渡航届

③ 渡航理由書（必要性 ,渡航可とする理由）
原則として指導教員等が作成

④ 誓約書・確認事項（別紙様式１,２）

⑤ その他（留学先の状況（宿泊先，安全状況， 
保険等），受入同意等が分かる書類等）

⑥ 留学プログラムの概要（学部等が企画する

プログラムの場合）
２ 提出期限  

原則として渡航日（プログラム開始予定日）の

２ヶ月前まで  
※ 受入機関等の留学許可により提出 期限まで
に間に合わない場合は各学部担当係へ相談

３ 提出先 
各学部担当係  

１  提出書類  
① 海外渡航届

② 渡航理由書（必要性 ,安全状況）
原則として指導教員等が作成

③ 誓約書・確認事項（別紙様式１ ,２）

④ その他（留学先の状況（宿泊先，安全状況， 
保険等），受入同意等が分かる書類等）

２ 提出期限  
原則として渡航日の２ヶ月前まで  

３  提出先  
各学部担当係  




